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多数のセンサがあなたにあわせて情報を集めます 
～センサネットワークの動的な動作変更技術～ 

多数のセンサで部屋の様子をきめ
細かくセンシングした結果を可視
化します。センサの数が多い状況
ではセンサノードの設置やセンサ
ノードのプログラム変更が困難で
すが、この展示では可視化と共に
多くのセンサノードの運用を容易
にするための技術を紹介します。 

数多くの無線センサノードの運用
を容易に行うことができます。新
たに開発したセンサノード用の仮
想マシンにより、使用者がセンサ
の動作を変更したい時にもセンサ
ノードを手元に回収することなく、
センサノード上のプログラムを更
新することができます。 

多くのセンサノードを環境に配置
することで、これまで行うことが
難しかった部屋の細かい温度分布
などを簡単に測定することができ
るようになります。またセンサ
ノードのプログラムを変更するこ
とで、使用者の要望にあわせてセ
ンサ情報を収集し、分析すること
ができるようになります。 
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温度測定結果 

センサノードを多く配置することで詳細な状況を可視化 
また新たなセンサノードの設置や撤去も容易 

センサノードの動作を複数の言語で記述でき、またワイヤレスで変更可能 

センタ 

通常時 

データ 

動作変更時 

プログラム 

データ取得間隔
を延ばし、長期
に渡り情報取得 

ネットワーク 
トポロジの変更 プログラム 

仮想マシン 
CPU 

仮想マシンにより
ハードウェアの種類
によらずプログラム
を更新可能 

センサ
ノード 

センサノード 

センサ
ノード 

通常、センサノードのプログラムは独自の言語かJavaを使用しているため、別のプラットフォーム(CPU)上で動作さ
せるためにはプログラムを書き直す必要がある場合が多い。 
新たに開発した仮想マシンは共通中間言語(Common Intermediate Language、CIL)に準拠しているため、複数の
言語(C++、C#等)でプログラム可能、また別のプラットフォームでも動作させることができる。 
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